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シンポジウム I : それぞれの主張、臨床検査学教育の可能性を探る

3. 現在の臨床検査技師教育体制における

専門学校の役割とあり方 

山 藤   賢*

[要 旨] 現在、臨床検査技師教育には、専門学校・短大・大学と様々な立場がある。第 13 回日本臨

床検査学教育学会学術大会において、「それぞれの主張、臨床検査学教育の可能性を探る―短大・専

門学校・大学(私立・国立)の果たす役割と連携そして企業ニーズ―」というシンポジウムが開催され

た。今回の学会テーマは「多様性の創成 : 進化する臨床検査技師教育―教育と学びの神髄を探る―」

であり、当シンポジウムでは、それぞれの教育機関の役割についてという共通テーマで講演が行われ

た。その中で、私は依頼を受けて、専門学校教育の役割と今後の可能性について、本校の教育内容も

含めながら講演させていただいた。多様性が求められる時代においてのベースとなる医療人教育、自

律教育、専門学校の特性など多岐に渡った話になったその内容についての抜粋を報告させていただ

く。 

[キーワード] 臨床検査技師専門学校教育、自律教育、昭和医療技術専門学校

は じ め に 

 現在、臨床検査技師教育には、専門学校・短

大・大学と様々な立場がある。今回の学会テー

マは多様性の創成であり、当シンポジウムでは、

それぞれの教育機関の役割についてという共通

テーマで講演が行われた。その中で、私は専門

学校教育の役割と今後の可能性について、本校

(昭和医療技術専門学校)の教育内容も含めなが

ら講演させていただいたので、その内容につい

ての抜粋を報告させていただく。

I．現在の各専門学校における戦略と連携 

 当初、大会長からいただいた仮の演題名は

「専門学校の生き残り戦略と他教育機関との連

携から生まれるもの(仮)」であった。そこで、

まずは専門学校各校に「そもそも生き残れると

思っているのか？」「他教育機関との連携はど

のようなものがあるのか？」という問いを投げ

てみた。様々な意見をいただいたが、生き残り

は難しいという意見の理由には、「少子化」

「大学志向」「地域制」「就職先」「新設校の

乱立」「業界自体の質の低下」などの問題が挙

げられていた。また、生き残る可能性はあると

いう回答の理由には「特化した専門性の教育」

「きめ細かい手厚い教育」「既卒生の受け入れ」

「年限、学費などの家庭事情」「現場から専門

学校卒業生を求められている実態」などが挙げ

られていた。 

次に他校との連携だが、共通した連絡会や他校 
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訪問、自校の中での他科との連携、臨床工学技

士教育施設との関わり、などが挙がっていたが、

特に連携は取っていないという回答が多かった。 

 他に専門学校の良いところとして、「学校間

や教員同士の交流も多く、仲が良い」「歴史が

あり、一貫した哲学がある学校が多い」「教育

協議会の成り立ちから始まり、多くの基盤とな

る歴史や法律、変革にも詳しく理解の深い先生

方がたくさんいらっしゃる」という意見が挙が

っていた。 

 これらの意見も踏まえた上で、一般的な専門

学校の立場での話はもちろんであるが、今回は

私の私的意見も含めて本校で行っている実践教

育を検証しつつ、今後のあり方を考えてみるこ

ととし、タイトルも「現在の臨床検査技師教育

体制における専門学校の役割とあり方」に変更

させていただいた。 

II．臨床検査技師は医療人であるのか 

 ここからは私的な意見になるが、講演の冒頭に、

「臨床検査技師は医療人であるのか」という問い

から始めさせていただいた。これは臨床検査技師

の業務や役割、教育の方向性において多様性とい

う言葉が多く用いられているが、そもそものベー

スの部分が必要であろうという考えからの問いで

ある。それがなければ多様性という言葉に乗っか

っただけの科学者、研究者、教育者などになって

しまい、医療人としての土台がなくなってしまう。

そう述べる私自身の立場は、現在、医療法人の理

事長として複数の医療機関を経営している雇用者

としての立場、また養成校の学校長としては教育

者の立場、そして医師としては一緒に働く仲間と

しての立場があり、それぞれの立場から社会で必

要とされる医療人について考えている。それらの

観点から、本校の臨床検査技師教育の基盤は、

「医療の現場で活躍できる、医療の現場で必要と

される医療人の育成」であると考えている。臨地

実習なども含めて、そのようなベースを元に、臨

床検査技師の多様性という部分には、全て乗っか

ってくるべきと考える。 

 

III．医療人として必要な資質について 

 医療人には様々な資質が必要であるが、講演の

中で、私は、医療人に必要な要素の中で何が一番

必要かと問われたら、本質的には「感性」である

と思っていると述べた。知識、技術はもちろん必

要であり、それはどんな職種でも同様である。し

かし、医療の現場で活躍する、人の命に関わり、

支える医療人は、特別な存在であると考えている。

その志とは別に、人に関わる感性があるかないか、

そこが医療人としての資質を分ける最大の部分と

思っている。言葉ではなくても、相手の心や、場

の空気を読む力、「察する力」が医療人には必須

と考える。それゆえに「人の心に寄り添う」とい

う事を大事に考え、本校における教育の真ん中に

据えている。これは、現在のチーム医療という概

念の中では、なおさら必要となってくる考えだと

思っている。あとは、どんな状況を前にしても、

そこに立ち続ける力、講演では「いる力」と表現

したが、これも大変重要である。この力は、体力

的な事も精神的な事も含めてである。医療の現場

では、そこにいる力がなければ、知識も技術も役

に立たない。この「感性」と「いる力」の 2 つの

要素を持ってして、臨床検査技師は医療人の一員

として胸を張れる存在となる。その土台として、

本校では自分を律することのできる、自律教育の

観点を大事にしている。自発的に物事を肯定的に

行える力をつけること、またその先にある自立し

た社会人、医療人となるべく、挨拶や早朝の掃除、

礼儀などから始まり、日本語表現法などの特徴あ

る講義、人間学・生命の倫理などの命に寄り添っ

たような講義やワーク、また 1 年次のディズニー

ランドでの接遇研修、2 年次の台湾研修旅行、そ

して 3 年次の富士山麓でのキャンプなど、学業以

外でも多くの積み重ねを経験させている。そして

3 年次の 6 ヵ月に及ぶ臨地実習は、その「感性」

と「いる力」を磨くまさに絶好の機会であり、そ

のような経験を経た学生が医療人としてのベース

を持ち、国家試験に臨み、資格を取得していくと

いう流れである。 
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お わ り に  

 臨床検査技師という医療人は資格業である以上、

誰もがなれる仕事ではない。必要な単位と実践、

国家資格を経て、初めて医療の現場に立てる。そ

のような観点から考えるに、まずは、医療人であ

るという担保が必要であり、その上での多様性と

いう考え方を持つべきであろう。あらためて考え

るに、そのような医療人教育の真ん中の部分は、

現在の臨床検査技師教育体制の中では、専門学校、

短大、大学の内、指定規則ということも含めて専

門学校が一番くくりとしては担っている。大学、

承認校というシステムが取りざたされるが、専門

学校は、全て指定校であり、そこに入学してくる

学生は全て臨床検査技師の資格を取ることを目的

にしている。わかりやすく言えば、大学、短大の

卒業生の中には、国家資格を得なくてもかまわな

い学生もいるかもしれないが、専門学校の教育体

制の中ではそれはなく、臨床検査技師になること

を目的にした学生しかいない。だからこそ、医療

人教育に特化した内容をより濃く、自由に設定で

きる。しかしそれは、規則に縛られたもの、医学

教育に特化したものという意味ではない。コアな

教育部分を担保しつつ、より広く深い医療人教育

を出来る環境にあるということである。専門学校

のいいところは、指定校である中で、自由という

名の元に悪いことをしようと思ってもその制度上

『出来ない』ところにある。なんでもできるとい

うことが、自由と多様性ではない、太い軸がある

からこそ、多様性は生まれる。私は、専門学校を

代表して何かを言える立場には全くないが、講演

当日は、以上のような本校における実践教育も含

めて、私的な意見を述べさせていただいた。もち

ろん、我々には足りないところが多々あり、これ

からも皆様からのご指導をいただきながら、より

質の高い、未来に向かって活躍できる、キラキラ

とした目の医療人を輩出していきたいと思ってい

る。 

 

 

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


